
ソーラー・タウンミーティング
～太陽光発電の買取制度説明会～

資源エネルギー庁及び経済産業局では、２００９年１１月１日から開始される「太陽光発電の
買取制度」について、広く国民の皆様に本制度の詳細を知っていただき、積極的に意見交換
を行うべく、全国１０箇所にて説明会を実施いたします。（全国の開催会場及び太陽光発電の
買取制度の概要は以下ホームページ参照）

＜太陽光発電の新たな買取制度ポータルサイト＞
http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori/index.html

中部経済産業局管内においては、「名古屋市」及び「富山市」で説明会を開催いたします。太

陽光発電を導入されている方や本制度にご関心のある方等多くの方々の参加をお待ちして
おります。

★各会場の開催日時、開催場所等
＜名古屋会場＞

開催日時：平成２１年１０月７日（水）１３：３０～１５：３０
場 所：ウィルあいち（愛知県女性総合センター） ウィルホール

（名古屋市東区上竪杉町１番地）
定 員：７００名

＜富山会場＞
開催日時：平成２１年１０月１９日（月）１３：３０～１５：３０
場 所：ボルファートとやま ２F 「真珠の間」

（富山県富山市奥田新町８－１）
定 員：４００名

★説明会の主な内容
○「太陽光発電の買取制度」の説明
○「太陽光発電の買取制度」に関する質疑応答

★参加申込み方法
名古屋会場及び富山会場で参加を希望される方は、以下ホームページをご覧下さい。
なお、説明会の参加申込は原則先着順、定員となり次第締め切らさせていただきます。

（参加申込等詳細）
http://www.chubu.meti.go.jp/enetai/shinene.htm

（お問い合わせ先）
中部経済産業局資源エネルギー環境部エネルギー対策課
電話：０５２－９５１－２７７５(直通)



“今こそ”太陽光発電～新たな買取制度がスタートします！～

２００９年１１月１日から「太陽光発電の買取制度」がスタートします。これは、
例えば太陽光発電システムによって家庭で作られた電力のうち自宅で使われ
ずに余った電力を、１キロワット時あたり４８円 （※）で電力会社に売ることがで
きる制度です。

この制度により日本の太陽光発電導入量を拡大することで、エネルギー源の
多様化に加えて、温暖化対策や経済発展にも大きく貢献できます。

※）住宅用の太陽光発電設備の発電能力が１０ｋＷ未満の場合
※）導入当初は住宅用（１０ｋＷ未満）は４８円/ｋＷｈ、それ以外２４円/ｋＷｈ。

自家発電設備併設の場合はそれぞれ３９円/ｋＷｈ、２０円/ｋＷｈ。

詳しくは買取制度HP（http://www.enecho.meti.go.jp/kaitori/index.html）を御覧ください。
お問い合せ先はこちら。資源エネルギー庁新エネルギー対策課

０３－３５０１－１５１１（内線４５５１～４５５６）

買取対象は余剰電力
太陽光発電システムで作られた電力のうち自家消費せずに余った電力
が買取対象となります。既に設置された太陽光発電システムも対象となり
ます。

買取期間は１０年間で買取価格は固定
設置する用途や年度毎に買取価格は異なりますが、それぞれ価格を１
０年間固定して買取が行われることになります。
※発電設備等に変更がない場合

全員参加型
買取費用については、電力を使用する方々全員で薄く広く御負担いただ
くことになります。標準的な一般家庭の場合、一ヶ月当たり数十円～１００
円未満の負担です。

買取制度の概要
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※自家発電設備を併設している場合は、住宅用、非住宅用それぞれ３９円、２０円（導入当初）。


